別記FBC-第163号様式

	完了検査


工事施工・監理報告書（構造）
　　年　　月　　日
富士建築センター株式会社

下記の建築物は建築基準法の規定に適合して施工され構造上安全であることを確認しました。

	建築確認済証番号
	　　年　　月　　日　　　　第　　　　　　　　　　　　　　　　　　　号（最終）


	
	　　年　　月　　日　　　　第　　　　　　　　　　　　　　　　　　　号（当初）

	建築主氏名

	

	建築場所


	市　　　　　区　　　　　町　　　　　　　丁目


　上記、建築物の工事監理・施工状況に係る結果を次のとおり報告します。

	報　告　者
	□工事監理者

□工事施工者

□


	住所



	
	
	氏名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　



	建築確認図書と照合した結果、変更は、

	□　ありません。
□　ありますので、別添のとおり報告書を添付します。


	種別
	番号
	確　認　項　目
	内　　　　　　　容
	チェック結果

※１

	各構造共通
	1
	基礎工事
	(1)
	支持層
	適・不適

	
	
	
	(2)
	地耐力確認（方法　　　　　　　　　　　　　　）
	適・不適

	
	
	
	(3)
	基礎形状
	適・不適

	
	
	
	(4)
	配筋本数
	適・不適

	
	2
	杭工事
	(5)
	杭工事施工結果報告書により報告
□　済　　　□　未
	適・不適

	
	3
	建築物全体
	(6)
	建築物の形状
	適・不適

	鉄　　骨　　造
	4
	部材の配置
	(1)
	建築物の建て入れ精度
	適・不適

	
	
	
	(2)
	柱、大梁、小梁の配置
	適・不適

	
	
	
	(3)
	垂直、水平ブレースの配置
	適・不適

	
	
	
	(4)
	デッキプレート、ＡＬＣ板の方向性
	適・不適

	
	5
	部材の仕様
	(5)
	鋼材、ボルトの材質、形状、寸法
	適・不適

	
	
	
	(6)
	ボルトの縁端距離の確認
	適・不適

	
	
	
	(7)
	柱・梁仕口部

溶接部

仕口部
	①突合せ溶接の位置、状況
	適・不適

	
	
	
	
	
	②ダイアフラムとフランジの位置、状態
	適・不適

	
	
	
	
	
	③スカラップ、エンドタブ、裏あて金の確認
	適・不適

	
	
	
	(8)
	柱・梁の突合せ溶接継手
	適・不適

	
	
	
	(9)
	柱脚の施工状況
	①柱とベースプレートの溶接
	適・不適

	
	
	
	
	
	②ベースプレート寸法
	適・不適

	
	
	
	
	
	③ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄの径、長さ、位置、二重ﾅｯﾄ
	適・不適

	
	
	
	
	
	④ベースプレート下モルタル充填
	適・不適

	
	
	
	
	
	⑤露出型固定柱脚のチェックシート
	適・不適

	
	
	
	(10)
	柱、梁高力ボルト接合部
	①ﾊｲﾃﾝｼｮﾝﾎﾞﾙﾄの径、本数、添え板厚
	適・不適

	
	
	
	
	
	②ﾋﾟﾝﾃｰﾙの破断（トルシア型）
	適・不適

	
	
	
	
	
	③マーキングのずれ確認（全ての高力ボルト）
	適・不適

	
	
	
	
	
	④高力六角ボルトの締付け（JIS型）
	適・不適

	
	
	
	
	
	⑤摩擦面の処理（方法　　　　　）
	適・不適

	
	
	
	(11)
	ブレースの接合部、たわみ
	適・不適

	
	
	
	(12)
	床の仕様、接合方法
	適・不適

	
	
	
	(13)
	梁等貫通箇所の位置、補強
	適・不適

	
	
	
	(14)
	さび止め塗装
	適・不適

	
	
	
	(15)
	コンクリートのかぶり厚さ（ＳＲＣ造）
	適・不適


《裏面もあります》
	種別
	番号
	確　認　項　目
	内　　　　　　　容
	チェック結果

※１

	
	
	
	
	

	鉄筋コンクリート造
	6
	建築物全体
	(1)
	鉄筋の乱れ、踏み荒らし、波打ち、たるみの有無
	適・不適

	
	
	
	(2)
	柱、梁、スラブが設計図書通りに配置されているか
	適・不適

	
	
	
	(3)
	適正なかぶり厚さがとれているか
	適・不適

	
	
	
	(4)
	型枠中に、木片、空き缶等のゴミはないか
	適・不適

	
	7
	柱
	(5)
	次階の主筋本数、径、配置方向
	適・不適

	
	
	
	(6)
	各階止まり柱頭主筋の止まり高さと定着状況
	適・不適

	
	
	
	(7)
	柱仕口部分の帯筋の径、ピッチ
	適・不適

	
	
	
	(8)
	第一帯筋の位置と柱頭拘束帯筋の有無
	適・不適

	
	8
	梁
	(9)
	主筋、あばら筋、腹筋、幅止め筋の状況
	適・不適

	
	
	
	(10)
	主筋の定着方法、長さ
	適・不適

	
	
	
	(11)
	中つり筋の位置
	適・不適

	
	
	
	(12)
	継手の位置の長さ（重ね継手の場合）
	適・不適

	
	
	
	(13)
	片持ち梁の主筋の位置と定着
	適・不適

	
	
	
	(14)
	貫通孔の位置、補強方法
	適・不適

	
	
	
	(15)
	ハンチ部分のあばら筋補強
	適・不適

	
	9
	スラブ
	(16)
	主筋方法、ピッチ、径、スラブ厚
	適・不適

	
	
	
	(17)
	定着方法、長さ
	適・不適

	
	
	
	(18)
	継ぎ手の位置と長さ
	適・不適

	
	
	
	(19)
	片持ちスラブの定着と上端筋位置確保
	適・不適

	
	
	
	(20)
	隅部、開口部、設備配管に対する補強
	適・不適

	
	10
	壁
	(21)
	縦筋の定着方法、長さ
	適・不適

	
	
	
	(22)
	壁交差部の縦筋補強
	適・不適

	
	
	
	(23)
	スリットの位置、施工状況
	適・不適

	
	11
	継手
	(24)
	ガス圧接継手の形状、位置ずらし
	適・不適

	
	
	
	(25)
	特殊継手の性能及び工法
	適・不適

	各構造共通
	12
	コンクリート工事
	(1)
	材料
	適・不適

	
	
	
	(2)
	打ち上がりの状態
	適・不適

	
	
	
	(3)
	打設後の養生
	適・不適

	
	
	
	(4)
	型わく及び支柱の除去
	適・不適


設計図書の内容について設計者に確認した事項

	


指示記録（※2）

	項目番号
	指　　　　示　　　　内　　　　容

	
	

	
	

	
	

	
	


（注意事項）


（※1）欄：確認事項を現場でチェックし、①適合は、適に○印　②適合していないものは、不に○印③未施工は、未に○印　を記入して下さい。（該当しない項目は記入しないで下さい）

（※2）欄：確認事項の内、不適合又は未施工がある場合は、その項目番号（ex．2(5)）と現場で指示した内容を記入して下さい。
　　注意：報告書を提出するときに、下記の資料を提示していただく場合があります。

地盤調査、載荷試験、杭打、コンクリート圧縮試験、鉄筋の圧接試験及び溶接部の検査（開先写真等も含む）の報告書、工事施工計画・結果報告書及び施工写真、その他指示されたもの。
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